
徴 収 方 法

○特別徴収の開始年度

★上半期においては、公的年金等にかかる年税額の１／４ずつが、６月・８月に普通徴収されます。

★下半期においては、公的年金等にかかる年税額の１／６ずつ（６月・８月に普通徴収した額を差し引

いた額の１／３ずつ）が、１０月・１２月・２月に特別徴収されます。

○前年度から引き続き特別徴収される場合

★上半期においては、公的年金等にかかる前年度分の年税額の１／２の額の１／３ずつが、４月・６月・

８月に特別徴収（仮徴収）されます。

★下半期においては、公的年金等にかかる年税額から、上半期に特別徴収（仮徴収）された税額を差し

引いた額の１／３ずつが、１０月・１２月・２月に特別徴収（本徴収）されます。
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具 体 例

○特別徴収の開始年度

（例）市県民税の年税額が６万円の場合（※全額公的年金等の所得に対する税額と仮定）

★６月・８月には、年税額（６万円）の１／４の１５，０００円ずつが、普通徴収されます。

★１０月・１２月・２月には、年税額（６万円）の１／６の１０，０００円ずつが、年金から特別徴収

されます。

○前年度から引き続き特別徴収される場合

（例）市県民税の年税額が９万円の場合（※全額公的年金等の所得に対する税額と仮定）

★４月・６月・８月には、前年度分の年税額の１／２の額の１／３ずつが年金から特別徴収（仮徴収）

されます。

★１０月・１２月・２月には、年税額（９万円）から４月・６月・８月に特別徴収（仮徴収）された３

回分の額の合計を差し引いた額の１／３の２０，０００円ずつが、年金から特別徴収（本徴収）され

ます。

徴収方法 普通徴収 年金からの特別徴収
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